予算要求資料
令和2年度当初予算　　支出科目　款：衛生費　項：保健予防費　目：成人病予防費　　　
	事業名　がん患者のアピアランスケア支援事業費


   　　健康福祉部保健医療課健康推進室がん対策係　電話番号：058-272-1111（内2592）E-mail：c11223@pref.gifu.lg.jp
１　事業費 6,420千円（前年度予算額：5,700千円）
＜財源内訳＞　

	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財 産収 入
	寄附金
	繰入金
	県債
	一　般

財　源

	前年度
	5,700
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	5,700

	要求額
	6,420
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	6,420

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
　　　２人に１人ががんに罹患する時代にあって、治療成績の向上に伴いがん患者や経験者は増加している。
がん患者が抱える社会的な問題のひとつに、がん治療に伴う外見の変化（抗癌剤の副作用による脱毛、爪、皮膚の変化、乳房や腫瘍の切除後による創、乳房の喪失感など）がある。
このため、がん患者の精神的負担を軽減し、治療と就労等の社会参加を両立するため、医療保険が適用されないウィッグ及び乳房補正具の購入に要する費用の助成を行う。
（２）事業内容
　　■ウィッグ及び乳房補正具購入費用に対する助成事業
がん患者の医療用ウィッグ及び乳房補正具の購入費の一部に対し、上限額を設け補助を実施する。
○対象者：岐阜県内に在住するがん患者
○補助対象経費：がん患者のウィッグ及び乳房補正具の購入に要した費用
○補助率：1/2
○補助上限額：医療用ウィッグ　　　10千円／１人　　１人１回限り
　　　　　　　　　　乳房補正具（拡充）　10千円／１人　　１人１回限り

（３）県負担・補助率の考え方
　　　国の第３期がん対策推進基本計画及び第３次岐阜県がん対策推進計画に
おいて、がん患者ががんと共に自分らしく豊かに生きるための支援を行う必
要性が明記されており、アピアランスケアについて県が支援を行うことは

妥当である。
（４）類似事業の有無　　無し
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額（千円）
	事業内容の詳細

	旅費(業務旅費)
	238
	業務連絡等

	需用費
	186
	事務消耗品

	役務費
	496
	電話・郵送料

	扶助費
	5,500
	ウィッグ及び乳房補正具購入費用に関する助成

	合計
	6,420
	


	　決定額の考え方　



４　他県の状況
　（ウィッグの助成）

　　○市町村間接補助
宮城県：補助率  1/2　限度額20千円（H30実績474件）
山形県：補助率  1/2　限度額20千円（H30実績421件）
　
　（ウィッグ及び乳房補正具の助成）
　　〇県直営
　　　秋田県：補助率　1/2　限度額　ウィッグ　15千円（H30実績386件）
　　　　　　　　　　　   　　　　　乳房補正具10千円（H30実績77件）
　　　茨城県：補助率　1/2　限度額　ウィッグ　20千円（H30実績313件）
　　　　　　　　　　　   　　　　　乳房補正具20千円（H30実績66件）
　　　島根県：補助率　1/2　限度額　ウィッグ　20千円（H30実績8件）
　　　　　　　　　　　   　　　　　乳房補正具20千円（H30実績50件）
　　〇市町村間接補助
　　　静岡県：補助率　1/2　限度額　ウィッグ　20千円（令和元年度から）
　　　　　　　　　　　   　　　　　乳房補正具20千円（令和元年度から）
事業評価調書（県単独補助金除く）
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	何をいつまでにどのような状態にしたいのか

がん治療による外見的変貌を補完するウィッグ及び乳房補正具の購入費用を補助することにより、がん患者の精神的負担を軽減するとともに、社会参加を促進し、療養生活の質の向上を図る。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業
開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	アピアランスケア事業実施市町村数
	０
（H29）
	
	
	７
（R2）
	42
（-）
	16.7％


○指標を設定することができない場合の理由
	　



（前年度の取組）

	・令和元年6月に助成事業を開始した。
・事業開始について県医師会、県病院協会、がん診療連携拠点病院、市町村に周知を行った。

・市町村においても、アピアランスケア事業を実施するよう依頼を行った。
　（令和2年度事業実施予定市町村数：7）


（前年度の成果）　
	・申請件数（令和元年9月24日現在）
　110件（1か月平均申請件数：約37件）


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	高齢化、喫煙や食生活等の生活習慣の影響、また治療成績の向上

に伴いがん患者や経験者は増加している。がん患者が抱える社会的な問題のひとつに、がん治療に伴う外見の変化（抗癌剤の副作用による脱毛、爪、皮膚の変化、乳房や腫瘍の切除後による創、乳房の喪失感など）がある。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

〇
	第3次岐阜県がん対策推進計画において、がん患者ががんとともに自分らしく豊かに生きるための支援を行う必要性が明記されており、がん治療に伴う頭部の脱毛や乳房の喪失等により、治療と就労、社会参加等との両立に支障が出ているがん患者に対する支援として有効である。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

　 

　 〇

	助成制度について、医療機関、市町村への周知がなされており、また、各県保健所での受付から保健医療課への進達、申請者への助成金支払いまでの業務が適切に行われている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
補助内容の充実を図るため、市町村が支援事業に参加できるよう推進していくことが必要である。

また、がん医療に携わる医療従事者、患者会等がアピアランスケアについて十分な知識を持ち、情報提供や相談支援ができるよう情報の共有を図ることも必要である。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
　がん患者のアピアランスケア支援は、がん患者の療養生活の質の向上を図るための支援と成り得る事業であり、引き続き市町村の支援体制を推進していくとともに、国の支援が整備されるまで事業の継続が必要である。


（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果）
	組み合わせ予定のイベント又は事業名及び所管課
	【○○課】

	組み合わせて実施する理由や期待する効果　など
	


